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 今夏は誠にヘンテコな季節だったように思う。予報に反し、当初は冷夏であったが、９月

に入り記録的な残暑が続いた。大自然とはかくも物凄さを秘めた、人智の及ばないところ

がある。東北地方は冷夏であり、稲作指数は極めて悪い。江戸時代なら確実に飢饉が起こ

っていたであろう。しかるに、現代は、科学・産業・流通・国策により、恐らく国民が飢

えることはないだろう。国策とはこの食料供給に象徴された、国民のための施策である。 
 
かたや、医療に対しての国策とは何であろう？ まず、国策のﾌﾟライオリティーとして、

医療の位置づけがなされているのか、甚だ疑問に感じられる。国防・農水産に続き、医療・

教育が優先順序ではなかろうか。医療は利益を追求してはならないこととされてきた。今

回いとも簡単に「医療経済特区」というものが導入され、一部ではあるが、医療の株式会

社化が認められるに至った。これでは、現状の「医療機関療養担当規則」遵守の内容に、

大きな矛盾が生じることとなる。「医は仁術」と教育され、その通りに受け止めているわれ

われは、この改変をどのように受け止めれば良いのだろう。 
 
 市場原理主義をそのまま医療の世界に導入すること自体が根本的に間違っているのか、

あるいは、現今医療保険制度を抜本的に改変するのが良いのか議論が欲しい。医療保険財

源が近い将来パンクしそうだから、皆な我慢して、受診を控えましょうと指導していると

思われても仕方がないような行政のあり方が垣間見られる。 
ドラスティックな変化が今の医療体制には求められているのかもしれない。痛みを伴うこ

とを強調されるが、いっそのこと組合保険も国保組合も統合させるような大胆な仕組みの

提示がどうしてなされないのだろう。国政とは摩訶不思議な組織だ。官が民を主導する限

り、国民の声は決して届かない。国民間に医療経済の誤解がありそうだ。 
 
 医療は、決して経済とイコールであってはならないと私は思う。国民も、経済優先型医

療を否定している。歯科医療人がいなくなって、国民の困らない筈がない。日露戦争時の

総参謀長 児玉源太郎大将は「軍医部に、なぜ歯科医が加えられていないのか。」と言った



そうであるが、今のお国の偉い方々は、歯が痛くはなられないのだろうか。 
 
 療担規則の末尾に「各地方特性を生かし、都道府県独自の医療保険上の解釈が生じた場

合には、柔軟適切に若干の裁量権を当該知事が持ちうるものとする。」と、謳って頂くだけ

でよいのである。地方自治への権限委譲を大きな基本施策として掲げる現内閣である以上、

せめてひとつぐらいは、われわれに「純ちゃん、有難う！」と言わせるようなことをして

くれてもよいのではないだろうか。 
  
 








